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knowledge），Pedagogical Content Knowledge，意図した学習成果（Intended Learning Outcomes）
(151)































　 　（Knowledge of Learners and their 
Characteristic :LK）
6  ．教育的文脈についての知識
　　（Knowledge of Education Contexts）
7  ．教育目標・価値とそれらの哲学的・歴史的
根拠についての知識
　 　（Knowledge of Education ends, purpose, 
and values, and philosophical and historical 
grounds）
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図 1  学 士 課 程 に お け る 教 師 養 成 プ ロ グ ラ ム  2  
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用するように「National Standards & Guidelines 























2 . 1 ．期日・対象




2 . 2 ．授業の概要











した。なお， 1 時間目と 2 時間目にILOsにつ
いて説明し，「ILOsを高めるために必要なこ
と」をKJ法によって構造化させた.











た。MTは， 1 名を教師役， 3 名を生徒役と
し，体育館で10分の指導活動を行った。運動の














て， 8 時間完了の 6 時間目に大学院生が参画
し，T・T形式で大学院生がT1を担当し，学習
指導を行った。なお，大学院生は， 1 時間目か
ら 5 時間目までの 5 時間を観察し，授業後に教
師と学習内容の観点から教材や学習指導につい
て省察した。





動について， 4 時間計 8 回のマイクロティーチ















3 . 1 ． ILOsを高める効果的な指導に関する認
識の変容





1 － 2 技術及び課題の抽出と指導プランの作成
3 マイクロティーチングの説明



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3 . 2 ． マイクロティーチングにおける教師役
のフィードバック行動




























MT 1 回目 2 回目 3 回目 4 回目
教師役学生 A B C D A B C D
ＦＢ 肯定的（回） 11 7 8 10 15 13 12 9
矯正的（回） 11 8 7 10 12 14 15 15
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